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矢 吹 町 文 化 財 史 跡

1． 袖ケ城 （矢吹町 ） （史跡 ）

所在地 矢吹町舘 沢

袖ケ城 は、西方隈戸川が流 れて外掘の役 目 を果た し、川 に面す る部

分は急崖で 自然の地形 を利用 した要害であ る。

矢吹地 方は石川郡 に属 し、平安時代末期 か ら石川頼通、有光親子 の

領有地で、石川氏 は藤田城 （現石川郡中野 ）に居城 した。石川有光

は東 山道への備 えとして弟基時 を矢吹城 主 に任 じたの ちに家臣の矢

吹氏 が矢吹の地 を所領 した。安土桃山時代天正17年 （1589）の須

賀川落城 の際石川昭光 （石川家24代 ）が伊 達政宗 につ き、戦後須賀

川城 を与 えられ城 代 として矢吹薩摩が入城 した。

しか し矢吹氏の須 賀川支配 は長 くは続 かず 、天正18年 豊臣秀吉

の奥 州仕置 によって伊達正宗移封 とな り、石川氏 もこれに従い当然

矢吹氏 も袖ケ城 を明け渡 し主君の石川氏 と共 に宮城県角田市へ落 ち

つ いた。以来 この地 は白河領 となり、奥州街道の宿場町 として栄 え

た。

昭和59年10月1日 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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2． タカナ シ舘 （三 城 目城） （史跡 ）

所 在地 矢吹町本城舘

三城 目付近 は、古代か ら東山道（奈 良時 代710～793の 街道）の宿駅

として栄え、条里制が実施 されていた と考えられ 「三城 目」 は 「

三条目」の 当て字と考 え られてお り豊 かな土地 で あった。

タカシナ舘 は鎌倉時代 （1192～1220） に小松越 前 が城を築 き後 に

伊藤氏が代 々お さめてい た。 しか し、永禄年間 （1558～1570） に

伊藤大学祐春 が没す ると隣村 （現中畑 ）の国神城主 中畑上野介晴辰

は幼少の祐勝 に城の引渡 しをせまった。戦いを して も勝 目の ない

祐勝 はその 申出を受入 れ、そのまま晴辰の支配下 となり、江戸時

代 を通 じて三城 目村の庄屋 を務めた。

この城 は、天 正18年 （1590）8月 豊 臣秀吉の支配 が強 まるとと

もに廃城 に至 った。 この ため追放 された晴辰は相 馬の旧縁 の もと

をたよって落 ちのびる途 中、行合（現郡 山市田村町 ）の渡 しで付近

の農民や浪人 に殺害 された。

なお晴辰の首 は家来の赤塚掃部 によ って三城 目根 岸（現天開）地内

の墓地に葬 られた。その後 付近は石川 氏支配の西端 にあったため

タカシナ舘 は廃城のまま再建す るる ことはなかっ た。

昭和61年2月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審 議会
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3． 国 神 城 （矢吹 町文化財史跡 ）

所在地 矢吹町国神

国神城は 、原宿と平鉢 の間に設け られ、中畑台地の北部 に延 びた

舌状地 に位置 してお り、現在で も南都城、西都城、内屋敷 、福寿

庵、東都城 という地名 が残 されてい る。

この城 は興国年間（1340～1345）の ころから石川詮時（石川家15代 ）

の弟で石川 光定の子で ある石川九郎 光幹が城 主 となり、別 に中畑

家を起 したのがはじま りである。

その後光幹 から5代 の ちの中畑晴 常 は、白川家 か ら養子 として入

った。晴 常の長男で中畑上野介晴 辰 は山城 としての必要上 か ら根

宿に観音 山舘 を築 き、おいおい家臣等 を移転 させ はじめたが天 正

初期 （1573～ ）ころ移転 を完了 した と思われ、国神城は空城 とな

った。宮 うつ しは天 正11年 （1583）2月15日 で梅 宮市之正が勤 めた

と明和4年 （1767）8月梅 宮薩摩守 の記録にある。

ここか ら西の方にある大 日堂はこの城の守護神 として祀 られた と

考 えられ る。 この堂の本尊は大 日種子（大日如来 の梵字 を刻 んだ

もの）の板碑 である。

昭和61年2月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹 町文化財保護審議会

―4―



4． 観 音 山 館 （矢吹町文化財 史跡 ）

八幡神社 と観音堂、 （建 造物）

所在地 矢吹町根宿

観音山館 （隈井城）

中畑地区は古代 から東山道の要地であった。付近 にある森郭遺跡

は、古代の 「タテ」 と考えられ る。 しか もこの付近の丘 陵のふ も

とを流れる泉川 が東に急折 して外掘の よ うな役目を果た し、外敵

の侵 入 を防 ぐの に好適 な位置 にあるところから、室町時代正平年

間 （1346～1369） に石川有光の子孫、石川九郎光幹 よ り七代 目の

晴辰 は原宿と平鉢 の間にある国神館 を廃城 して、こ こに観音山館

を造営 し、以後 中畠氏を名の ったとい う。晴辰は天正11年 （1583

）三城 目のタカナ シ館 に移住 したようで ある。理由 は不明である

が観音山館は弟の大学介晴時 に与 えられ、晴時 は白川義親 （白河

城 主）に仕えた が 天正18年8月 豊臣秀 吉の奥州仕置 により領地

を没収 され、観音 山館は廃城 となった。

八幡神社

この館跡 には八幡神社 があ り、 この祭神 は誉田別尊で旧八幡大神

と称 していたが、明治2年 （1869）神号 に改めた。

祭 日は8月15日 （現10月2日 ）で拝殿に俳句 の献額 などがあり、境

内には忠魂碑 があ る。

観 音 堂

本丸跡 には観音 堂 があり、本尊 は聖観 世音木仏座像で仁寿3年 （

853） の建立と伝 えられる。 これは豪族熊 井上野介の守本尊で作

者は慈覚大師 とい われている。

縁 日は4月18日 で 、堂内には歌仙の絵馬 があ り、参道 には、西国

三十三観音の石仏 が並んでい る。

昭和60年1月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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5． 原宿の熊野 講 （餅つき歌） （矢吹町指定 無形文化財 ）

所在地 原宿地区

所有者 原宿地区、原宿の熊野講保存会

原宿の熊野講（餅つ き歌）は豊作 を祈願す る農耕生産 と熊野信仰 に

結びつ いた祭 りと して、江戸時代 には各地 に講がつ くられ、伝承

されて きたものと思 われる。

大平洋 戦中、戦後 にかけて中断 され、原宿 では30年 ぶ りに復活

した。 当番宿 とな る家に若者が泊 り、潔斎 して、次の 日早朝 か ら

餅つ きとなるが、宿 の庭、カマ ドなどを潔 め、 しめ縄、紙四手な

ど飾 り、大 きな うす を中心に若者たちが千本 ギネで歌を うたいな

が らつ きあげる。つ きあげた餅 を千本ギネで 高々ともちあげ、村

内をかけは しり、 その餅を護符 として村人 にとらせる。

残 りの餅 を宿 に於 いて、塩 あん餅 として村 人 にふるまった。

この熊野講餅つ き歌 は、平鉢、明新地内 にも伝承 されて きた。

昭和56年5月1月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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6． 馬頭観 音と明新の由緒 （矢吹町 文化財 建 造物 ）

所在地 明新地区

所 有者 明新地 区

寛治年間 （1087～1093）後三年の役 に源義家が鎮守府将軍 と して奥

州 に下 り、藤田城（現石 川町中野 ）に滞 陣した時 、遠藤但馬 とい う

人が、馬 に沓 を100足 つ けて義家に献上 した。義家 奥州 を平定 し

てその帰 路 、但馬 に10町 歩四方（10ヘクタール平方）の土地 を与え

た。この時 、観音山に馬頭観音堂 が建 てられた と伝えられ る。

その頃 この地は明武 と呼 ばれていたが明賀 と改 められ、その後明

岡の郷 と呼 ばれるよ うになった。

以後文正 、応仁、文明 （1438～1488）の年間に、徳長信濃 守光明

、徳長相模 守光教、徳 長安房守光経等、徳長家三代にわた り、 こ

の地 に居住 し、当時の観音山の舘 主で あった と伝 えられる。

明治に入 る と全国的 な村合併の動 きがあり、明治19年 に明岡新田

村 と明岡村 が合併 して 明神村 となった。 馬 頭 観 音の縁 日は正

月7日 、17日 、27日 と2月10日 であ り縁 日には馬 の安産 と無病息

災を祈 り、馬頭観音 の祈祷の御礼 と、境内にある笹の葉 を組合せ

て参拝者 に配布 したこ とが伝 えられ、近郷近在 か ら多数の参 詣者

がおとず れ、昭和30年 頃 までにぎわった。

なお馬頭観 音堂に隣接 す る墓地内 には、「明新供 養塔」があ り、種

子と弘長四年 （1264）の年記銘 があ り、中世鎌倉時代の金石 文 とし

て県内で も貴重なもので ある。

昭和59年3月31日 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町 文化財保 護審議会
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7． 滝八幡 ・三十三観音磨崖仏群 （矢吹町指定文化財 史跡）

所在地 矢吹町滝 八幡111番

所有者 宗教法人 大福寺 矢吹 町中町199番

滝八幡は康平年間（1058～64）、前九年の役に源義家 が滞陣の とき

矢柄で屋根 を葺 き建 立 したと伝 え られ、「矢葺」（矢吹）の地 名 と

なったとい う。その崖下10メ ー トル余の断崖、岩壁 に三十三観音

が彫刻 されてい るが、制作年代は不詳で ある。

文政年間（1818～30）に編 さんされた「白河風土記」に見 えるところ

か ら、江戸時 代中頃県内各地 にみられ、三十三観音信仰の盛行 に

ともなって作 られたもの と推定 され る。

附近 には中世矢吹氏の袖 ヶ城跡 があ り、回 りに植物 ・昆虫 ・鳥獣

に恵 まれ、史実、伝説 と併 せて貴重 な史跡である。

昭和56年5月1日 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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8． 常夜燈 （矢吹町石造文化財）

所在地 矢吹町八幡町 ）

所有者 矢 吹 町

この常夜燈は、石造燈籠で、 文化8年 （1811） に白河郡中畑新田

村 （現矢吹町新町 ）に建て られた もので あ る，

当時 、宿場の入 口や交差点 などの路上 に夜 間絶やす ことなくあか

りをつ けて夜間の 交通安全の ために街路 に設 けた灯火 で宿場 の安

全 と旅人の心 をな ぐさめるこ とも兼ね、今 の街燈の よ うな役割 を

果た していた。

中畑 新田村 は、奥州 街道筋の宿場 であり、常夜燈 はこの宿場 から

水戸へ行 く常陸街 道 と奥州 街道 との分岐点 の所 にあった。

現在で はここに信 号機が設け られているが、この丁字路 の中央地

点 が常夜燈の建て られてあった場所である。

昭和42年 （1967）道路の拡 張整備のため現在地に移 された。

現在 矢吹町において も、貴重 な文化財で あ る，

昭和59年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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9． 三城 目獅子舞 平鍬踊 り （矢吹町指 定無形文化財）

所在地 矢吹町三城 目

所有者 矢 吹町三城 目地 区

平鍬踊 りは、中世 の初め、鎌倉権五郎景政の戦勝 を祝 い、がい旋

を歓迎 して踊ったのが起源であ ると伝 え られている。

笠鉾 （かさほこ）を中心に踊 り子 が輪になって、男は角 ソデの着物

に白は ち巻 き、白だす き、女 は紫の着物 に同 じくはち巻 き、たす

き姿 でハカマの ももだ ちを取 り、青のキ ャハ ン、白タビにワラジ

履 きで男女交互 になって踊 る。手 にはきれいな色紙 を張 った平鍬

を持 ち、カチカチ とたたいて調子 をとる。

笠鉾 は重要な指導 役で、軍配 をもって身振 り大 きく踊 り、戦勝 を

を祝 う素朴な農民 の心がよ く表現 されてい る。

獅子舞 は宝歴年間 （1751～1764）同部落の旧家、相楽家の祖先 が御

霊神社 にシシを奉納 し、権五郎景政の 菩提 寺 になっている景政寺

中興 の祖、祐伝和 尚が獅子舞、平鍬踊 りの振 り付 を完成 したもの

と伝 えられる。

県内各地 にある三匹 ジシとほぼ同 じ系統 の ものだが、三城 目部落

では九才から十二 才 くらいまでの男子三 人が腹 に小太鼓 をつけ、

横笛 と歌に合せて踊 るが、二匹の雄ジシが、一匹の雌 ジシを中に

はさんで、遊びた わむれる、 おおらかな姿 を舞 に仕組 んだのでは

ない か、と思 われ る。

昭和50年4月11日 矢 吹 町 教 育 委 員 合

矢吹町 文化財保護審議会
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獅子舞、平鍬踊 りとも、御霊神社の祭 礼の10月2日 に、同神社 を

は じめ、三城 目地域約10ヶ 所で演奏 されるもので 、獅子舞 は10才

前後の男子3人 が腹に結 いつけた小太鼓 をたた きながら舞踊 り、

「千鳥の舞」 「わかさぎの舞
」「御幣の舞」「京下 りの舞」 「納 めの

舞」などがあ り現在5種 が伝承 されています。

平鍬踊 りは、青年男子が踊 っていたが戦後 は女子 も参加す るよ う

うになり、踊 りは笠ほこ もちを中心 に、袷 に割 れ袴 、造花 をかざ

った花を背 に した踊 り子十数人が円陣 をつ くり、平鍬を古銭 でた

た きながら踊 ります。

笠 ほこもちは高下駄ば きで 、2メ ー トル余のほこをかつ いで軍配

を持 ちます。踊 り子の先頭 は一鐘 、後尾 はしっ鐘 といい、号令 を

かける役 となります。

奏納 にあたっては宿 から神 社 までの「宮参 り」、参道 を進む「宮登

り」、神社 を三 回め ぐる「宮巡 り」があって本舞 とな り、「初めの舞

」 「中の舞」 「納 めの舞」 が奏 されます。

笛 と歌い手それぞれ2、3名 によ ります。

地 元の伝承 で は前九年の役で功 を立 て、鎌田（現古殿 町）の城 主 と

なった鎌倉権 五郎景政の戦勝 を祝って農民が鍬 を手 にして踊 った

のが始 まりといわれてい ます。

現在、三城 目地区、鎌 倉会、、青年会等 によって伝承 され、獅子

頭等は相楽家 が保存 して い ます。
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10． 明新の獅子舞 （矢吹町無形 文化財）

所 在地 矢吹町 明新地区

所 有者 明新地 区 ・明新芸能保存会

昭和58年 に地元の長老 たちの記憶 をたどりながら、70年 ぶ り

に復活 され、第5回 矢吹町民俗芸能祭 において一般 公開され ま し

た。地区 で は保存会 を結 成 して永 く後世 に伝承 しよ うとして、小

学生に対 して定期的 に練 習 しています。

獅子舞は旧9月9日 住吉神社、大綿住神社の祭礼 に20年 ご とに

奉納 された といわれてい ます。

提灯 を先頭 に世話人数人、雄獅子2人 、雌獅子1人 、笛3人 、大

鼓2人 、鉦 きり数人、す こす り数人、鈴3人 、笠鉾1人 に老若男

女多数が行列 に続いて行進す る。

「宮のぼ り」 「宮の舞」 「笠鉾め ぐり」 「宮 くだ り」等の種 目が あ

ったよ うで ある。なお、 三匹獅子 が腰 につ けたカ ッコ太鼓 のほか

桶太鼓、状 鉦、棒 ささら、鈴 など多数 の楽器が使 用 される。

平成元年3月25月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹 町文化財保護審議会
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11． 五本松 の松並木 （矢吹町指定 文化財史跡 ）

所在地 矢吹町 五本松

寛永12年 （1635）三代将軍徳川家光時代 に参勤交代が制度化 し
、

全国街道筋 に松並木 を植 えさせた。

大名あるいは旅人の往来 は さかん にな り、松並木 は夏は陽 を さけ

冬 は風 をよけて旅人の便 をはかり、旅情 をな ぐさめた。

矢吹町の松並木は松平 定信の時、領内の街道 に松苗2300本 を植 え

たのが始 ま りであるといわれてい る。

現在五本松 にある松並 木 は明治18年 （1885）ころ補 植 した ものであ

る。

昭和52年9月7日 町 指 定 史 跡

昭和49年3月22日 自然環 境保全地区指 定

平成 元 年3月25日 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審 議会
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12． 大和久の天道念仏踊 り （矢吹町指定無形文化財）

所 在地 大和 久地 区

所有者 大和久地区、大和 久地区の天 道念仏踊 り保存会

太 陽の暖かい恵みと豊作 を祈願 して 天道念仏踊 りが、かって各地

で盛んに行 われ、とくに白河藩内は藩 主の奨励 もあって多かった

よ うである。 しかし太 平洋戦争後は激 減 した。

昭和54年9月 、20数 年ぶ りに「大和久の天道念仏踊り」は復活

され、毎 年6月14日 と6月23日 鎭守 日吉神社境 内で行われる。

踊 り手は青年男子で、太鼓、笛の〓子 につれて輪 になって踊 る。

は じめ〓子 だけの前奏 があってか ら 「きみょうち ょうらい」 「か

みがた くだ り」「さよの なかやま」の三曲を素手 または手拭 を用い

て踊る。以前は輪の中央 に 「お棚 」 という神棚 を設 けたよ うで、

この点では 白河市関辺の ものと似て い る。

歌詞は西郷村上羽太の ものと似てい る。ただ大和 久では、各曲の

間 に「はねっ こ踊 り」を入 れているところが特色 といえる。

現在、天道念仏踊りは大和 久のもの を入れて、県内 に3件 しか な

く貴重で あ る。

昭和56年5月1日 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会

―14―



13． 景 政 寺 （矢吹町文化財史跡 ）

所在地 矢吹町三城 目地 区

景政寺 は、 天台宗叡山派 に属 し、本尊は薬師如来木仏立像 で、聖

徳太子 の作 といわれています。

推古天皇 （554～628） の時代 に恵慈 とい う僧侶 が天皇の命 を うけ

創建 し、 当時は永福寺 と号 しま した。

延暦九年 （790）東夷叛乱のときに焼 失 しま したが、征夷 大将軍坂

上田村麿 呂により再 建 されました。その後天慶2年 （939）、天正

2年 （1574）と延焼 しましたが、 その度再建 されています。

康治2年 （（1143）に鎌倉権五郎景 政 をこの寺 に葬 り、そのため寺

号 を景政寺 と改めま した。

以前は三 論宗で した が後に天台宗 に属 し、白河 の永蔵寺の 末寺 と

なりました。山号は南台山、院号 は東光院 といいます。

境内には嘉禎二年（1236）の仮名書 の板碑（供養塔 ）や 常夜燈 があり

ます。

昭和62年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹 町文化財保護審議会
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14． 大池公園 と矢吹ケ原 （矢吹町文化財名勝地 ）

所在地 矢吹町大池

大池 は、その昔 「あゆり沼」といわれてい ました。見渡す限りの松

林 の中にあ り、遠 く西には那須山、東 には阿武隈山脈 を望み、松

影 が水に映 えて白鳥の群 れ舞 う様 は一幅 の名画の よ うで あったと

伝 えられます。

須賀 川から泉崎 にかけて広 がる矢吹ケ原 には明治24年 に宮内省の

岩瀬 御猟場 が設 けられ、大正14年 まで続 き、皇族 や国内外の名士

が訪れ猟 を楽 しみま した。 当時は、キ ジ、ヤマ ドリ、 ノウサギな

ど多 くの野生動物が生息 し、格好の猟場 で した。

宮 内省の御猟場 が廃止 されてから、キ ジの繁殖 を理 由に国営猟区

が設置 されましたが、 この猟 区も戦時体制へ と傾 いていくなかで

自然消滅 とな りました。猟 が行われた名残 りとして公園の入口 に

は 、キジの供養のため、雉子塚の碑 が建 ち、公園の中 には、馬魂

碑 や開拓の碑 などが建 って お り、矢吹 ケ原開拓当時 を思 い起 こさ

せ ます。また、公園内には町木で ある赤松 が繁茂 していますが、

戦 時 中、松根 油 を採取 した ために今 も傷 々しい傷 が残っていま

す。大池公園は、現在遊歩 道や、 レク リエーション施設が整備 さ

れており、町民 に親 しまれています が、今後 さらに自然に接 し、

くつろぎの場 となるよ うに整備計画 がな されています。

昭和62年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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15． 卯右衛門 茶屋 と文七茶屋 （矢吹町 文化財史跡 ）

所在地 矢吹町 五本松

大和久七曲 り地内は、明治 の初めごろまで 「国見峠」 と称 され、

現 在 も旧道が残 っている。 この峠をこえて泉崎寄 りに卯右衛門茶

屋 と文七茶屋 の二つの茶屋 が軒 を連ね、旅人往来の休 み処と して

繁盛 したと伝 えられてい る。

これらの茶屋 は明治中頃、鉄道の開通 によって街道 が さびれ、店

じまいを余儀 な くされるまで代々引 き継 がれて きた。

卯右衛門茶屋 は別名 「馬宿」 ともいわれ、大縄 を使 い数十尺の深

井戸 から汲みあ げるおい しい水が名物 で奥の細道で知 られる松 尾

芭蕉 もここに立 ち寄って飲んだといわれ、現在もその井戸はこ こ

に残 っている。

文 七茶屋 は馬宿 に対 して、「丑宿
」と呼ばれ、この茶屋 か らの見晴 ら

しがすばら しく 「文七茶屋 に腰 かけて、遥 か釜池眺 むれば、鶴 と

亀 とが舞い遊ぶ」 とい う松坂 （祝い唄 ）を歌ったと古老 に聞いた事

もあった。 ここ を過 ぎると松並木がつづ き、松並木 は寛永12年 （

1635） 三代将 軍徳川家光時代 に参勤交代 が制度化 され、全国街道

筋 に松並木 を植 えさせ、大名 あるいは旅 人の夏は陽 をさけ、冬 は

風 よけと旅人 の便 をはかった。

矢吹の松並木 は、明治18年 白河城主松 平定信の領内の街道に松苗

2300本 を植 え させ たのが始 ま りといわれている。

現在五本松 （この付近の住所 ）にある松並木は、明治18年 （1885

）頃補植 した もので ある。 また矢吹町、泉崎村の境 には 「境の桜

」 という古木 があ り、春には美 しい花 を咲 かせ、旅情 をなぐさめ

た ともいわれて いる。

昭和60年1月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町 文化財保護審議会
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16． 谷 中古墳群 （矢吹町指定文化財史跡 ）

所在地 矢吹町谷中及 び神田東地内

古墳時 代は前期 （四世紀 ）、中期 （五世紀）、後期 （六～七世紀 ）に分

けられ、古墳の種類 には円墳 ・方墳 ・前方後 円墳 などがあ ります

古墳 の内部には木棺 ・石棺 ・石室 などが作 られ、遺体 とともに銅

鏡 ・剣 ・直刀 ・勾玉 ・管王 ・馬具 などの副葬 品が納め られており

当時の文化 を示す貴重 な資料 となってい ます。

谷中古墳群の所在 す る一帯 は、阿武隈川の氾濫原です。町教育委

員会 では、昭和44年7月 に谷中古墳群の1号 墳 の発掘 を実施 し

ま した。石室 は羨道、玄室の全長9．3メ ー トルの横穴式 石室で、

天井石 は3メ ー トル四方もの大 きな石が使 用 されていま した。

石室 を中心 に半経20メ ー トルの範囲から円筒埴輪、形 象埴輪の

破片 が発見され、石室内からは鉄鏃の細片 と耳飾一点 が発見 され

ました。昭和50年 に一号墳 の周溝調査 が行 われた結果 、幅5メ

ー トルの周溝が検 出 され、古墳 は長軸 約50メ ー トルの前方後円

墳 と推 定 された。調査 による出土品は少 なかったが石室 の規模、

使用 された巨大 な石、 さらに埴輪 を配するな ど、県南地 方の後期

古墳 と して代表的 な一つであ り、三城 目周辺 を支配 した強大 な権

力者の墓であった と推測 され ます。

平成2年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議会
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17． 下荒貝古墳群 （矢吹町 指定文化財 史跡 ）

所在地 矢吹町中町78番 地

下荒貝古墳は、泉川沿岸台地上 にあり、昭和48年4月 、文化財保

護の立場 から、所 有者が自己開田の際にA、B2基 の円墳 を原形

の まま保存 したのであり、Aの 経15m 、Bの 経10m、 高 さはいず

れ もも1メ ー トルのもので古墳時代の後期 後半の山上 群集墳 の残

存 したもの と考 えられ、中畑 観音 山横穴古墳群の同一時期の もの

と考 え られる。

この古墳 を作った豪族の勢 力が泉川沿岸の奈良時代
、土師集落の

基 をなす もの と考 えられ、貴 重 な古墳で あ り、保護 が必要である

平成2年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町 文化財保護審議会
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18． 久 当山横穴古墳群 （矢吹町 文化財史跡 ）

所在地 三城 目奉行塚

古墳 はその地方の権 力者の墓 と して4世 紀 頃か ら作 られたが古墳

時代後期 （6世紀 ～7世 紀） には墳丘 が縮小 する傾向 が見 られ、

家族 墓的性格を持つ横穴古墳 が作 られるよ うになった。

横穴古 墳からは数体の人骨 が発見 されることがあり、何代かにわ

たる追葬 が行われた ことを示 している。

久当 山横穴古墳群 は、古墳時 代末期 から平安時代の もの と見 られ

阿武隈 川左岸に近 い丘陵南斜 面中腹の山林 中に1メ ー トル前後の

間隔で15基 程 あり、石室の入 口の細工 も綺麗で、現在 まで、保存

の状況 も良く発掘 された跡 もないため、当時の副葬品 が、貴重な

資料 と して残 されて いるもの と考えられ る。

その他町内には、同 じ横穴式 の ものとしては沼和久横穴古墳 （明新

）、舘 ノ越横穴古墳 （根宿）、泉崎村 との境 の付近の七軒横穴古

墳 （松倉）などが知 られてい る。

平成3年3月 矢 吹 町 教 育 委 員 会

矢吹町文化財保護審議 会

―20―



福島県指定天然記 念物

19． 陣屋の二本 カヤ

昭和46年4月13日 指 定

所在地 矢吹町中畑228番 地

所有地 岡 崎 憲一郎

（南側のカヤ） （北側 のカヤ）

●根まわ り5 ．8メー トル5．2メ ー トル

●樹 高21 ．0メー トル19．0メ ー トル

二本カヤの あ る岡崎氏宅 は、天保8年 （1837）、当地方の領 主 とな

った旗本松平 軍次郎の陣屋 （江戸時 代 に代官などが任地 に所 有 し

て いた役宅 ）で、この二本 カヤは陣屋建築当時すで にみごとな生

育 をしていた ので残 した と記録 されて いる。

南北 に1メ ー トルの間隔で並立する二本のカヤは、いずれも地上

1メ ー トル内 外で数本の大枝 に分岐 して直上 してい る。

樹 高が高 く、樹 勢もよく、旧陣屋庭園内 にあること も特記 に値 い

す る。

福 島県教育委員会
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福島 県指定史跡

20． 鬼 穴 古 墳

昭和47年4月7日 指定

所在地 矢吹町神 田東31番 地 ほか

所有者 合資会社 真興機械株 式会社

一号墳 形状 円墳

径 東 西26、 南北27メ ー トル、高さ4．1メー トル

この古墳 は工場敷地 の整理によ り、裾部を3～5メ ー トル削 られて

いる。墳丘裾部か ら埴 輪片が出土 している。内部主体は、南方 に開
せんもん

口す る横穴式積石石室 で羨門 （古墳 の入口） および羨道 （古墳の入

口から玄室 までの部分 ）の一部 は耕 作によって失 なわれて い る。石

室は自然石 を積みあ げて築成 し、玄室 （棺 を納 める室）と羨道 とは

仕切石 によって区画 され、玄室 は両裾 をもち、やや胴張 りを した平

面を示 し、最大幅2．3メ ー トル、長さ5．34メ ー トル、羨道残

存約3．5メ ー トル、全長8．84メ ー トルで、羨道部先端 が破壊

されてい るので、も とはもっと長 かったとみ られる。

天井石 は玄室部分 が3枚 残ってい るが、羨道部 の ものは失 われてい

る。玄室 は高 さが1．9メ ー トル あり、床面 に玉石を敷 きつめてい

る。この古墳 は県内 の横穴式石室 をもつ円墳 と しては大 きい方で、

しかも県内では数少 ない両袖式 石室が比較的 よ くのこって お り、後

期古墳 の代表的なものである。 西方 にある2号 墳 （未発掘 ）もあわ

せて指定 されている。

福 島県教育委 員会
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矢吹町内古墳地名表
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矢 吹 町 文 化 財 の し お り

（案 内 板 設 置 場 所 ）

平成3年 （1991）発行

編集 ・発行 福島県矢吹町一本木101番地

矢吹町 教 育 委 員会

印刷 福島県矢吹町滝八幡245－6

ピ ー プ ル 企 画
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	9．三城目獅子舞・平鍬踊り（町指定無形文化財）
	10．明新の獅子舞（矢吹町無形文化財）
	11．五本松の松並木（町指定文化財史跡）
	12．大和久の天道念仏踊り（町指定無形文化財）
	13．景政寺（町文化財史跡）
	14．大池公園と矢吹ケ原（町文化財名勝）
	15．卯右衛門茶屋と文七茶屋（町文化財史跡）
	16．谷中古墳群（町指定文化財史跡）
	17．下荒具古墳群（町指定文化財史跡）
	18．久当山横穴古墳群（矢吹町文化財史跡）
	19．陣屋の二本カヤ（県指定天然記念物、昭和46・4・13指定）
	20．鬼穴古墳（県指定史跡、昭和47・4・7指定）
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